
 
 

 
 
 
 

 
 

本年度スローガン 

【安全は人に頼るな、任せるな 自分で作ろう 安全意識】 
                         建築部 眞野 匡人 
 
 
 
 
 

日  時  令和 2 年 6 月 26 日（金曜日）午前 11 時 00 分 
 
場  所  渡邊工業株式会社  3 階  大会議室 

 
 

 
 
 
 

 

 

渡邊工業株式会社 
 

※本資料はHPアップロード用として名簿、組織図は省略しております。



令和２年度 安全大会表彰者 
 

 

1. 協力業者    

土木部 かつまたグリーン    勝又 和彦 様   

           

建築部 株式会社小島屋商会   小島 洋志 様 

 

2. 社  員    

土木部 工事長    深水 敏彦    

           土木部       佐久間 亨 

 

建築部        池田 繁夫    

 

3. 社内安全標語コンクール 

本年度 安全大会スローガン 

           優秀賞  建築部        眞野 匡人  

  『安全は人に頼るな、任せるな 自分で作ろう 安全意識』 

      
           佳作   建築部 設計係長   庄司雄一郎 

  「ひとつひとつの積み重ね 心がつながる安全意識」 

 
           佳作   土木部         細井 正也 

  「慣れた作業に予期せぬ危険 抜くな確認省くな点検」 

 

            

 

 

 

 

 

 



回 実施日 主な点検事項及び指示事項 主なパトロール現場 実施者

公道運搬時ダンプのタイヤに付着した泥等を洗い流す H30黄瀬川関連補強土壁工事（2工区）

着工に先立ち安全関係の書類を整備する H31御殿場維持管内維持修繕工事 渡邊

H31.4.11 塗装の吹付時ゴーグル、マスク等の保護具を着用する H30徳倉橋橋梁耐震対策工事（P2橋脚巻立事） 工藤

鋼管内への転落には充分注意する H30徳倉橋側道橋仮設撤去工事 谷井

見通しの悪い道路ですので交通災害に注意する H31御殿場維持管内維持修繕工事

荷を吊り上げる時取付の状況を確認する H30徳倉橋橋梁耐震対策工事（P2橋脚巻立事） 渡邊

R1.5.24 躯体上の高所作業時には墜落、転落等に注意する H30徳倉橋側道橋P1橋脚工工事 工藤

ﾄﾗｯｸ誘導時には車の真後に入らず斜め方向で警笛で誘導する H30狩野川下河原地区護岸整備工事 谷井

安全関係その他必要な書類を準備する H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事

ｸﾚｰﾝ作業では吊荷の落下等に注意し吊具の点検を行う H30黄瀬川関連補強土壁工事（2工区）

気温が急激に上がっているので熱中症に注意する H30徳倉橋側道橋P1橋脚工工事 渡邊

R1.6.28 荷吊り作業時は吊荷ｸﾚｰﾝの回転作業半径内立入禁止措置 H30徳倉橋橋梁耐震対策工事（P2橋脚巻立事） 工藤

橋梁の下部での作業となり、BFとの接触に注意する H30狩野川下河原地区護岸整備工事 谷井

現場入口が狭く見通しが悪いので出入り時は第三者に注意 江橋工業（株）裾野第二工場C棟新築工事

樹木の伐採を高所作業車で行うので上下作業が無い様に注意 H31御殿場維持管内維持修繕工事

敷き鉄板が雨上がりで滑るので、走行に注意する H30黄瀬川関連補強土壁工事（2工区） 渡邊

R1.7.26 梅雨前線の関係で大雨が降る事があるので川を定期的に見回るH30狩野川下河原地区護岸整備工事 工藤

草刈り作業で小石等が飛ぶ場合があるので保護具着用 H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事 谷井

除草時には飛石対策注意、及び作業員の防護に注意する H31御殿場維持管内維持修繕工事

斜面上の敷き均しの為重機の転倒に注意する 須山宅地造成工事 渡邊

R1.8.23 工事中に来庁者と交錯する場合があるので注意する R1裾野市福祉会館改修工事(空調その他) 工藤

台風が近づいているので台風養生を行う H30・R1,2裾野市深良小学校①棟耐震改修工事 谷井

施工ﾔｰﾄﾞが狭く障害物が多いので機械等の接触に注意する H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事

隣地に立入る場合は隣地の承諾を得て問題の無い様にする R1裾野市下水道中央幹線管路築造工事その2

室内の密閉空間であるので必要に応じ換気を行う R1裾野市福祉会館改修工事(空調その他) 渡邊

R1.9.20 1階犬走部分の土間差し筋の端部養生ｷｬｯﾌﾟを取付る H30・R1,2裾野市深良小学校①棟耐震改修工事 工藤

ﾜｲﾔｰの点検の件で一部不明瞭な点があるので点検する H30　狩野川下河原地区護岸整備工事 谷井

今後除草作業があるので眼鏡などの保護具を着用する H30 1号沼津高架長泉東橋梁補修工事

小雨の為雨による二次災害に注意する H31御殿場維持管内維持修繕工事

脚立足場を使用するとき適正な方法で行う R1裾野市福祉会館改修工事(空調その他) 渡邊

R1.10.18 子供が運動場を使用するときの横断は適切な誘導を行う H30・R1,2裾野市深良小学校①棟耐震改修工事 工藤

吊荷作業時は風や吊荷姿勢に充分注意する H30　狩野川下河原地区護岸整備工事 谷井

住宅工場が接近しているので騒音などに注意する H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事

法面作業ではBFの転落に注意する R1 246号小山上野用沢地区整備工事

工事関係車両は駐車時車止めを行う R1須山3号用水路7工事 渡邊

R1.11.11 機械の重量物の上げ降し時は足や手が挟まれない様に注意 R1裾野市福祉会館改修工事(空調その他) 工藤

足場の点検を定期的に行う H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事 谷井

狭いﾔｰﾄﾞの作業なので常に整理整頓を行う H30 1号沼津高架長泉東橋梁補修工事

現場内の駐車場の整備を行い平坦性をはかる R1 246号小山上野用沢地区整備工事

ホッパーを使用した作業の為作業員との接触に注意する R1市道1-15号交差点改良工事 渡邊

R1.12.10 地下埋設物の確認を入念に行い埋設物との接触に注意する R1裾野市下水道中央幹線管路築造工事その3 工藤

ロラー転圧時周りの作業員と接触しないように注意する 葛山製作所裾野第3工場建設工事 谷井

足場の組立時墜落転落に注意する H30 1号沼津高架長泉東橋梁補修工事

規制を行いながら作業では交通誘導を的確に行う H31御殿場維持管内維持修繕工事

掘削法面作業では崩壊や浮石に注意し作業を行う R1須山3号用水路7工事 渡邊

R2.1.20 場内では来客者が多いので第三者災害に注意する R1裾野市福祉会館改修工事(空調その他) 工藤

安全掲示板の無災害時間は毎日更新する H30・R1,2裾野市深良小学校①棟耐震改修工事 谷井

防火水槽の工事で使用している昇降機用の梯子の固定 R1,2,3裾野長泉衛生施設組合新火葬場建設工事

土運搬の際は過積載に注意し道交法を厳守する R1 246号小山上野用沢地区整備工事

工事関係車両は歩道上に止めず現場用駐車場に止める R1市道1-15号交差点改良工事 渡邊

R2.2.12 現道交通に注意し車両との接触がないように交通誘導する R1裾野市下水道中央幹線管路築造工事その2 工藤

まだ別途の遅れで着工ができてないが安全書類を整備をする R1茶畑団地B棟立替事業(建築)工事 谷井

海からの風が強いので吊荷の揺れに注意する R1狩野川下河原地区護岸整備工事

道路に接する作業をする場合はみだしに注意する H31御殿場維持管内維持修繕工事

天端には必要に応じ転落防止用ロープの設置をする R1須山3号用水路7工事 渡邊

R2.3.11 屋上防水工事が始まるので安全書類を事前に整備する H30・R1,2裾野市深良小学校①棟耐震改修工事 工藤

ドレーン設置は高所作業になるので資材の落下に注意する H30 1号沼津高架長泉西橋梁補修工事 谷井

場内の仮設足場等の点検整備は定期的に行う R1,2,3裾野長泉衛生施設組合新火葬場建設工事
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橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事

H
31

　
御

殿
場

維
持

管
内

維
持

工
事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事

R
1
　
下

水
中

央
幹

線
(そ

の
2
）

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事

7
R
1
.1
0
.2
4

・
重

機
災

害
の
防

止
・
交

通
災

害
の
防

止
栗

田
佐

久
間

10
/2

3

H
30

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事

R
1
　
静

岡
ガ
ス
工

事

6
R
1
.9
.2
6

・
第

三
者

災
害

の
防

止
・
健

康
管

理
荻

田
塩

川
9/

2
4

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

R
1
　
下

水
中

央
幹

線
(そ

の
2
）

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

H
31

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事

8
R
1
.1
1
.2
1

・
健

康
管

理
・
第

三
者

災
害

の
防

止
長

田
岩

田
11

/1
9

H
30

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事

H
31

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事

Ｒ
1
　
東

富
士

地
区

須
山

3
号

線
用

水
路

7
工

事

Ｒ
1
　
市

道
1-

15
号

線
交

差
点

改
良

工
事

Ｒ
1
　
下

水
中

央
幹

線
(そ

の
3
)

・
現

道
上
の
為
、
追

突
事

故
な
ど
に
注

意
す
る
こ
と

H
30

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事
・
異

常
な
し

H
31

　
御

殿
場

維
持

管
内

維
持

工
事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事
1
1
月
2
0
日

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事
・
現

場
ま
で
の
一

般
道
が
狭
い
の
で
注

意
す
る
こ
と

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事
・
現

場
ま
で
の
一

般
道
が
狭
い
の
で
注

意
す
る
こ
と

R
1
　
静

岡
ガ
ス
工

事
・
朝

夕
の
通

勤
歩

行
者
に
気
を
付
け
る

H
31

　
御

殿
場

維
持

管
内

維
持

工
事

・
交

通
量
も
多
い
の
で
注

意
す
る
こ
と

Ｒ
1
　
東

富
士

地
区

須
山

3
号

線
用

水
路

7
工

事
・
敷

鉄
板

上
は
作

業
終

了
後
に
清

掃
し
、
凍

結
等
に
備
え
る
事

Ｒ
1
　
市

道
1-

15
号

線
交

差
点

改
良

工
事

・
風
が
強
い
場

所
な
の
で
、
材

料
・
資

材
の
飛

散
に
努
め
る
こ
と

Ｒ
1
　
下

水
中

央
幹

線
(そ

の
3
)

・
異

常
な
し

9
R
1
.1
2
.1
6

・
健

康
管

理
・
冬

季
災

害
の
防

止
川

口
林

12
/1

2
R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

・
他

工
区
と
搬

入
出

路
が
重
な
っ
て
い
る
の
で
注

意
す
る
こ
と

H
31

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事
・
異

常
な
し



･隣
接

工
事

と
の
連

絡
・
連

携
を
密

に
行

う
よ
う
に

・
異

常
な
し

・
異

常
な
し

･隣
接

工
事

と
の
連

絡
・
連

携
を
密

に
行

う
よ
う
に

・
一

般
車

両
と
の
接

触
等

に
気

を
付

け
る
こ
と

回
実

施
日

安
全

目
標

ﾊ
ﾟﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
者

ﾊ
ﾟﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
日
・
ﾊ
ﾟﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
現
場

是
正

項
目

是
正

完
了
日

H
31

　
御

殿
場

維
持

管
内

維
持

工
事

・
異

常
な
し

1
0

R
2
.1
.2
3

･交
通

災
害

の
防

止
･第

三
者

災
害

の
防

止
細

井
加

藤
1/

2
0

H
30

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事

Ｒ
1
　
市

道
1-

15
号

線
交

差
点

改
良

工
事

・
墜

落
・
転

落
に
注

意
し
て
作

業
す
る
こ
と

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事
・
異

常
な
し

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

・
異

常
な
し

Ｒ
1
　
東

富
士

地
区

須
山

3
号

線
用

水
路

7
工

事
・
掘

削
法

面
の
点

検
を
随

時
行

う
よ
う
に

・
重

機
同

士
の
接

触
に
注

意

R
1
　
静

岡
ガ
ス
工

事
・
掘

削
溝

へ
の
転

落
に
注

意

1
2

R
2
.3
.1
9

・
重

機
災

害
の
防

止
・
交

通
災

害
の
防

止
山

田
大

坪
3
/
17

・
重

機
旋

回
時

架
空

線
に
注

意
す

る
こ
と

R
1
　
下

水
中

央
幹

線
(そ

の
2
）

･現
道

で
の
作

業
な
の
で
通

行
車

両
に
注

意
す

る
こ
と

1
1

R
2
.2
.2
0

・
冬

季
災

害
の
防

止
・
健

康
管

理
岡

山
望

月
2
/
18

R
1
　
静

岡
ガ
ス
工

事

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事

H
31

　
御

殿
場

維
持

管
内

維
持

工
事

・
草

刈
機

使
用

時
、
周

囲
確

認
行

い
作

業
員

と
の
接

触
、
小

石
等

の
飛

散
に
注

意

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

西
橋

梁
補

強
補

修
工

事
・
現

道
が
狭

い
為

、
物

損
事

故
に
注

意
す

る
こ
と

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事
・
異

常
な
し

H
30

　
1
号

沼
津

高
架

橋
長

泉
町

東
橋

梁
補

強
補

修
工

事

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

Ｒ
1
　
東

富
士

地
区

須
山

3
号

線
用

水
路

7
工

事
・
敷

鉄
板
の
凍

結
に
よ
る
転

倒
等
の
冬

季
災

害
に
注

意
す
る
こ
と

Ｒ
1
　
市

道
1-

15
号

線
交

差
点

改
良

工
事

R
1
　
裾

野
市

受
託

事
業

　
深

良
(南

堀
)用

排
水

路
工

事
・
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー

使
用

時
に
は
、
手

足
元

に
注

意

Ｒ
1
　
一

級
河

川
大

場
川

河
川

災
害

復
旧

(伊
豆

島
田

)
・
吊

り
荷

の
落

下
に
注

意
す

る
こ
と

R
1
　
24

6
号

小
山

上
野

用
沢

地
区

整
備

工
事

・
国

道
路

面
の
汚

損
に
注

意
す
る
こ
と

H
31

　
狩

野
川

下
河

原
地

区
護

岸
整

備
工

事
・
重

機
の
旋

回
、
移

動
時

の
接

触
事

故
の
な
い
よ
う
注

意
す

る
こ
と

Ｒ
1
　
東

富
士

地
区

須
山

3
号

線
用

水
路

7
工

事
･隣

接
工

事
と
の
連

絡
・
連

携
を
密

に
行

う
よ
う
に



7 R1.10.18
・脚立足場適正使用
・重機災害防止

10/18

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・長泉駅上区公民館耐震補強工事
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事
・県営住宅茶畑団地B棟建築工事
・ｽｰﾊﾟｰｶﾄﾞｲｹ田町店R屋根改修工事

8 R1.11.22
・高所転落・有機溶剤取扱注意
・第三者・墜落災害防止

11/21

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・長泉駅上区公民館耐震補強工事
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事
・県営住宅茶畑団地B棟建築工事
・ｽｰﾊﾟｰｶﾄﾞｲｹ田町店R屋根改修工事
・伊豆箱根交通強羅ﾀｸｼｰﾍﾞｲ解体・駐車場整備他

5 R1.8.22
・重機災害防止
・手元足元注意

8/21

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・長泉駅上区公民館耐震補強工事

6 R1.9.20
・第三者・高所での災害防止
・高所転落・災害防止

9/19

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・長泉駅上区公民館耐震補強工事
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事

R1.7.4 　　　令和元年度安全大会

4 R1.7.26
・高所転落・熱中症防止
・第三者・脚立での災害防止

7/25
・江橋工業第2工場Ｃ棟建築工事
・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強・大規模改造工事

2 R1.5.24
・高所墜落災害
･場内第3者災害防止

5/24
・江橋工業第2工場Ｃ棟建築工事
・桃中軒ﾋﾞﾙ6Ｆ耐震補強工事

3 R1.6.17 ・高所墜落・熱中症対策 6/15
・江橋工業第2工場Ｃ棟建築工事
・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強・大規模改造工事

令和元年度建築部安全協議会活動実施記録

回 実施日 安全目標 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ日・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ現場

1 H31.4.19
・高所転落・火災災害
･第三者・墜落火災防止

4/18

・伊豆箱根ﾊﾞｽ三島営業所その他
･ｻｰﾃｨﾜﾝCIP室防火区画復旧工事
・江橋工業第2工場Ｃ棟建築工事
・桃中軒ﾋﾞﾙ6Ｆ耐震補強工事



12 R2.3.19
・墜落災害防止
・第三者災害防止

3/19

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・県営茶畑団地B棟建築工事
・伊豆箱根ﾀｸｼｰ三島営業所ﾄｲﾚ改修工事
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事
・ﾈｯﾂﾄﾖﾀ静岡沼津・ﾚｸｻｽ沼津外構改修

10 R2.1.24
･外部工事墜落災害防止
･第三者・脚立での災害防止

1/24

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・県営住宅茶畑団地B棟建築工事
・ｽｰﾊﾟｰｶﾄﾞｲｹ田町店R屋根改修工事
・伊豆箱根交通強羅ﾀｸｼｰﾍﾞｲ解体駐車場整備他
・静岡県ﾄﾗｯｸ協会東部支部駐車場擁壁工事
・古川邸別荘修繕工事
・裾野市営上原団地一斉修繕

11 R2.2.21
･高所転落・火気使用注意
･重機災害防止

2/21

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・県営茶畑団地B棟建築工事
・伊豆箱根交通強羅ﾀｸｼｰﾍﾞｲ解体駐車場整備他
・古川邸別荘修繕工事
・伊豆箱根ﾀｸｼｰ三島営業所ﾄｲﾚ改修工事
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事
・ﾈｯﾂﾄﾖﾀ静岡沼津・ﾚｸｻｽ沼津外構改修

回 実施日 安全目標 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ日・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ現場

9 R1.12.21
・第三者・脚立での災害防止
・重機災害防止

12/20

・裾野市福祉保健会館改修工事(空調その他)
・裾野市深良小学校　耐震補強大規模改造工事
・葛山製作所裾野第三工場建設工事1・3工区
・裾野市長泉町新火葬施設建築工事(木内・渡工JV)
・ﾀﾞｲﾊﾂ沼津販売㈱沼津店改修工事
・県営住宅茶畑団地B棟建築工事
・ｽｰﾊﾟｰｶﾄﾞｲｹ田町店R屋根改修工事
・伊豆箱根交通強羅ﾀｸｼｰﾍﾞｲ解体・駐車場整備他



令和２年度安全衛生管理活動方針 
 

                            渡邊工業（株）安全協議会 

 

1.方針  
工事に先立ち｢安全衛生管理事項｣を充分に検討し、全従業員のもとで自主安全衛生管

理活動に取組み、安全衛生の向上を目指す。 

 

2.年間重点目標 
1.  死亡・重篤災害をゼロにする。 

2.  墜落、崩壊災害と交通災害などの絶滅。 

3.  過重労働やストレスのない職場環境の推進。 

 

3.目標達成の基本方針 
1.  安全衛生管理活動を明確にし、安全衛生活動を展開する。 

2.  墜落・転落・落下対策として墜落抑止用器具の使用を徹底する。 

3.  安全衛生教育を計画的に行う。 

4.  熱中症予防対策を徹底する。 

5.  作業所内で交通災害のないようにするため、計画書や手順書の作成を行う。 

6.  健康管理、疾病対策、高年齢者対策を行う。 

7.  建設従業者の過重労働による健康障害防止対策を行う。 

8.  主要災害防止のための、重点的実施事項を設定する。 

 

4.上記の 8項目を実施するために、会社、及び協力業者一体となって、 

労働災害防止に努め、積極的に安全衛生管理活動を推進する。 
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【安 全 の 誓 い】 

 
 建設業における労働災害絶滅はみんなの悲願であり、建設業に従事する

我々に課せられた重大な責務であります。 
 静岡県下の建設業労働災害、特に死亡災害は減少傾向にあるとは言いなが

ら目標達成には更なる努力が必要であります。 
 渡邊工業株式会社安全協議会会員は、こうした状況を深く認識し、本大会

を契機とし、決意を新たに 
 
※ 皆様、ご唱和をお願いいたします。 

 

1
ひとつ

. 墜落、崩壊、建設機械災害などの三大災害の絶滅 

2
ふたつ

. 安全施工の確認の一層の徹底 

3
みっつ

. 安全衛生教育の一層の推進 

    
の三大運動を展開し、全員一丸となって効果的な労働災害防止活動を実践し 
｢明るく魅力ある職場作り｣を達成するよう 努力することを誓います。 
ここで、本年度渡邊工業㈱安全協議会の安全スローガンのご唱和をお願いいた

します。『安全は人に頼るな、任せるな 自分で作ろう 安全意識』 
 
 
 
 
 
 

令和２年 6 月 26 日 
 

渡邊工業株式会社安全大会 


